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【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年12月16日(2008.12.16)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作動媒体組成物であって、
　（Ａ）冷媒としての炭酸ガスと、
　（Ｂ）潤滑剤としてのポリアルキレン・グリコールおよび／またはネオペンチル・ポリ
オール・エステルと、
　（Ｃ）以下の構造式を有するリン酸エステルと、を有し、

【化１】

　ここで、Ｒは、選択的に前記各３つのフェニル基部分に対して同一若しくは異なり、且
つ、選択的に前記各ｎに対して同一若しくは異なり、Ｈ若しくは１若しくはそれ以上のＣ
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１～Ｃ６炭化水素部分であり、
　ｎは、選択的に前記各３つのフェニル基部分に対して同一若しくは異なり、１～５の整
数であり、
　但し、前記３つのフェニル基部分の少なくとも１つに対して、Ｒは、Ｃ２～Ｃ６炭化水
素、好ましくはｔ－ブチルおよび／またはアイソプロピルである。
【請求項２】
　請求項１の作動媒体組成物において、前記潤滑剤を基に０．１～３重量％の量の前記リ
ン酸エステルを有するものである。
【請求項３】
　以上のいずれかの請求項の作動媒体組成物において、前記ポリアルキレン・グリコール
は、遊離ヒドロキシ基を有さないことを特徴とするものである。
【請求項４】
　以上のいずれかの請求項の作動媒体組成物において、前記作動媒体組成物は、使用され
た前記ポリマー鎖および前記アルキレン・オキシド・モノマー・ユニットを基にしたポリ
アルキレン・グリコールを有するものであって、それは、
　－（－ＣＨ（ＣＨ３）－ＣＨ２－Ｏ－）－若しくは－（－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）－Ｏ
－）－のタイプの本質的完全モノマー・ユニット、
　（－ＣＨ（ＣＨ３）－ＣＨ２－Ｏ－）－若しくは－（－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）－Ｏ－
）－のタイプの２０～８０％モノマー・ユニットであって、残りの残基のタイプが－（－
ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－）－である、モノマーユニット、若しくは
　－（－ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ３）－ＣＨ２－Ｏ－）－若しくは－（－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ２

ＣＨ３）－Ｏ－）－のタイプの２０～８０％モノマー・ユニットであって、残りの残基が
－（－ＣＨ２－ＣＨ２）－Ｏ－）－である、モノマーユニット、から成るものである。
【請求項５】
　以上のいずれかの請求項の作動媒体組成物において、前記作動媒体組成物は、ポリアル
キレン・グリコールおよび／またはそれらの混合物を有し、これらは２００～３０００ｇ
／ｍｏｌｅの平均分子量（数平均）、好ましくは４００～２０００ｇ／ｍｏｌｅの平均分
子量を有することを特徴とするものである。
【請求項６】
　以上のいずれかの請求項の作動媒体組成物において、前記ポリアルキレン・グリコール
は、アリール基若しくは複素環式芳香族化合物基を有し、それは選択的に直鎖若しくは枝
分れのアルキル基若しくはアルキレン基で置換され、前記アルキル基若しくはアルキレン
基は好ましくは合計で１～２４炭素原子を有するものであることを特徴とするものである
。
【請求項７】
　以上のいずれかの請求項の作動媒体組成物において、前記ポリアルキレン・グリコール
は、次の末端基のアルキル、アリール、アルキルアリール、アリールオキシ、アルコキシ
、および／または１～２４炭素原子を有するアルキルアリールオキシ末端基を有すること
を特徴とするものである。
【請求項８】
　以上のいずれかの請求項の作動媒体組成物において、前記作動媒体組成物はエステル若
しくはエステル混合物を有し、前記エステルは、ネオペンチル・ポリオールを、特に好ま
しくはペンタエリスリトール、ジペンタエリスリトール、および／またはトリペンタエリ
スリトールを、直鎖状および／または枝分れＣ４～Ｃ１２カルボン酸と反応させ、選択的
にＣ４～Ｃ１２ジカルボン酸を追加して、得ることができる。
【請求項９】
　以上のいずれかの請求項の作動媒体組成物において、前記作動媒体組成物は、ネオペン
チル・ポリオール・エステルおよびポリアルキレン・グリコールを有することを特徴とす
るものである。
【請求項１０】
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　以上のいずれかの請求項の作動媒体組成物において、前記作動媒体組成物は、前記作動
媒体の全ての成分を基に前述の請求項の１つに従って、ポリアルキレン・グリコールおよ
びネオペンチル・ポリエステルの少なくとも１０重量％を有することを特徴とするもので
ある。
【請求項１１】
　以上のいずれかの請求項の作動媒体組成物において、前記作動媒体は、前記リン酸エス
テルおよび前記冷媒は別として、前述の請求項の１つに従って重量比率に基づいて、好ま
しくは単独にポリアルキレン・グリコールおよびネオペンチル・ポリエステルから主に成
ることを特徴とするものである。
【請求項１２】
　以上のいずれかの請求項の作動媒体において、前記作動媒体は、抗酸化剤および／また
は１若しくは２つのフェニル基がナフチル基と交換されたそれらの化合物として、ジフェ
ニルアミン、ジ（Ｃ１～Ｃ１６アルキル）フェニルアミンを付加的に有することを特徴と
するものである。
【請求項１３】
　以上のいずれかの請求項の作動媒体において、前記リン酸エステルは、少なくとも１つ
の前記フェニル基部分に対する、ｔｅｒｔ－ブチルおよび／またはイソプロピルであるＲ
を有することを特徴とするものである。
【請求項１４】
　以上のいずれかの請求項の作動媒体組成物において、前記作動媒体組成物は、冷凍機に
おいて、好ましくは自動車において使用されるものである。
【請求項１５】
　請求項１から１３の何れかの作動媒体組成物において、前記作動媒体組成物は、冷凍装
置（蒸発温度－３０℃未満）で使用され、ネオペンチル・ポリオール・エステルの９０重
量％以上を有する潤滑剤が使用されるものである。
【請求項１６】
　請求項１から１３の何れかの作動媒体組成物において、前記作動媒体組成物は、自動車
のエアコンで使用され、ポリアルキレン・グリコールの９０重量％以上を有する潤滑剤が
使用されるものである。
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